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す
い
職
場
づ
く
り
が
不
可
欠
な
の
だ
と

い
う
。

　

奥
田
氏
も
こ
れ
に
同
調
。
運
送
業
に

と
っ
て
「
人
材
不
足
は
経
営
上
の
最
大

の
リ
ス
ク
」
と
言
い
切
っ
た
。
同
じ
運

送
業
を
営
む
企
業
で
も
、
人
材
、
機

械
、
あ
る
い
は
技
術
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

に
強
み
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
奈
良
県

合
同
陸
運
は
人
材
に
注
目
。
労
務
管
理

の
適
正
化
を
通
し
て
、
働
き
や
す
い
職

場
を
つ
く
り
、
優
秀
な
社
員
の
確
保
と

定
着
を
目
指
し
て
い
る
。

と
話
す
。
「
そ
う
し
て
こ
そ
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
運
ぶ
し
、
問
題
を
明
確
化
す

る
過
程
で
自
身
の
考
え
が
整
理
さ
れ
て

く
る
」
（
熊
本
氏
）
と
い
う
。

　

さ
ら
に
２
人
の
社
労
士
か
ら
、
経
営

者
が
社
労
士
の
サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に
受

け
、
働
き
方
改
革
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ

が
披
露
さ
れ
た
。

　

安
岡
氏
が
挙
げ
た
の
は
「
こ
れ
ま
で

の
考
え
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
」
こ
と
だ
。

何
十
年
も
う
ま
く
や
っ
て
き
た
の
だ
か

ら
、
従
来
の
方
法
で
よ
い
と
考
え
る
の

で
は
な
く
、
法
律
を
知
り
、
新
た
な
考

え
方
を
取
り
入
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
働
き
方
改
革
が
進
み
、
生
産
性
が
向

上
す
る
。

　

一
方
、
久
保
氏
は
「
ま
ず
は
信
頼
関

係
の
構
築
が
大
切
」
と
話
す
。
会
社
の

労
務
管
理
は
、
企
業
の
最
も
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
部
分
だ
。
い
く
ら
相
手
が
社
労

士
と
は
い
え
、
初
対
面
で
そ
れ
を
話
す

こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
て
当
た
り
前
。

そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
、
社
労
士
も
企

業
に
度
々
足
を
運
び
、情
報
を
伝
え
、信

頼
の
醸
成
か
ら
始
め
る
の
だ
と
い
う
。

　

最
後
に
今
野
氏
が
、
全
国
47
都
道
府

県
に
設
置
さ
れ
た
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
。
中
小
企
業
や
小

規
模
事
業
者
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ
る
と
、

そ
の
利
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

き
方
改
革
に
取
り
組
ん
だ
原
動
力
を
両

社
長
に
聞
い
た
。

　

熊
本
氏
が
挙
げ
た
の
は
過
疎
化
す
る

地
域
で
の
社
会
的
貢
献
だ
。
大
津
建
設

の
本
社
は
三
次
市
の
山
間
地
に
あ
る
。

業
務
は
道
路
工
事
や
上
下
水
道
工
事
、

河
川
工
事
、
冬
の
除
雪
作
業
、
自
然
災

害
時
の
復
旧
作
業
な
ど
、
地
域
の
生
活

に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り
だ
。
こ
れ

ら
を
担
う
「
働
き
手
の
確
保
は
、
地
域

存
続
に
関
わ
る
重
大
事
で
あ
る
」
と
熊

本
氏
は
主
張
。
そ
の
た
め
に
は
働
き
や

　

働
き
方
改
革
の
サ
ポ
ー
ト
に
当
た
っ

て
、
社
労
士
は
何
を
心
が
け
た
の
か
。

　

久
保
氏
は
、
対
象
企
業
を
リ
ス
ペ
ク

ト
し
、
社
長
は
も
ち
ろ
ん
社
員
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
ま
で
、
丁
寧
な
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
と
い
う
。
「
改
革
成
功
の
答
え

は
そ
の
企
業
に
い
る
誰
か
が
持
っ
て
い

る
」（
久
保
氏
）
と
い
う
信
念
か
ら
だ
。

　

安
岡
氏
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
大
切
さ
を

強
調
す
る
。
「
会
話
の
中
か
ら
、
す
ぐ

に
取
り
組
め
そ
う
な
問
題
点
が
必
ず
見

つ
か
る
」
と
安
岡
氏
。
そ
こ
を
突
破
口

と
し
て
小
さ
な
改
善
を
積
み
重
ね
、
や

が
て
は
会
社
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。

　

次
に
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
経
営

者
は
、
ど
う
い
う
社
労
士
を
選
び
、
社

労
士
と
ど
う
連
携
す
べ
き
な
の
か
、
今

野
氏
が
両
社
長
に
質
問
し
た
。

　

奥
田
氏
は
「
業
界
を
理
解
し
て
い
る

か
否
か
が
重
要
だ
」
と
語
る
。
社
労
士

は
労
務
管
理
の
プ
ロ
だ
が
、
支

援
企
業
の
業
界
事
情
に
通
じ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
当
社

を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
安
岡

さ
ん
は
、
運
送
業
界
の
資
格
で

あ
る
運
行
管
理
者
に
つ
い
て
事

前
に
勉
強
し
て
く
る
な
ど
、
信

頼
が
置
け
た
」
（
奥
田
氏
）
。

　

一
方
、
熊
本
氏
は
相
談
前
に

「
会
社
側
の
困
り
ご
と
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
だ

へ
の
長
距
離
輸
送
を
行
う
運
送
業
者
で

あ
る
。
同
社
の
働
き
方
改
革
は
就
業
規

則
の
改
定
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
15
年
以

上
前
の
就
業
規
則
で
、
現
代
の
法
規
制

に
見
合
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
奥
田

氏
。
早
速
、
奈
良
県
の
「
働
き
方
改
革

推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
連
絡
し
、
紹

介
さ
れ
た
の
が
社
労
士
の
安
岡
氏
だ
っ

た
。

　

相
談
の
う
え
、
最
初
に
手
を
つ
け
た

の
が
労
働
時
間
管
理
だ
。
運
送
業
（
自

動
車
運
転
業
務
）
は
、
法
に
よ
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
が
２
０
２

４
年
３
月
ま
で
猶
予
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
現
状
に
危
機
感
を
持
つ
奥
田
氏

は
前
倒
し
し
て
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

変
形
労
働
時
間
制
を
見
直
し
た
他
、

ク
ラ
ウ
ド
型
の
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
、
労
働
時
間
の
正
確
か
つ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
把
握
を
可
能
に
し
た
。

　

給
与
体
系
も
こ
れ
に
連
動
さ
せ
た
。

業
界
で
一
般
的
な
手
当
中
心
の
給
与
体

系
か
ら
、
基
本
給
と
時
間
外
手
当
中
心

に
見
直
し
た
。
結
果
、
安
全
を
第
一
と

す
る
会
社
の
方
針
が
さ
ら
に
徹
底
さ
れ

た
。

　

安
岡
氏
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
の
は
Ｉ

Ｔ
（
情
報
技
術
）
機
器
の
利
活
用
だ
。

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、
誰
で
も

簡
単
に
出
勤
や
退
勤
時
刻
を
入
力
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
勧
め
た
」
（
安
岡

氏
）
。
勤
怠
管
理
か
ら
給
与
ま
で
の
シ

ス
テ
ム
連
携
は
、
事
務
作
業
を
大
幅
に

削
減
で
き
、
生
産
性
を
大
き
く
向
上
さ

せ
た
。

　

２
社
の
事
例
を
受
け
、
今
野
氏
が
働

　

働
き
方
改
革
に
い
ち
早
く
取
り
組

み
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
中
小

企
業
が
あ
る
。
広
島
県
の
大
津
建
設
と

奈
良
県
の
奈
良
県
合
同
陸
運
だ
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
両
社
の
社

長
と
、
改
革
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
社
労
士

の
２
人
が
登
壇
し
た
。

　

冒
頭
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
今
野
氏
が

改
革
の
具
体
的
内
容
を
紹
介
し
て
ほ
し

い
と
２
人
の
社
長
に
求
め
た
。

　

大
津
建
設
は
１
９
６
０
年
の
創
業
以

来
、
地
域
に
根
ざ
し
、
建
設
業
を
営
ん

で
き
た
。
し
か
し
、
多
く
の
企
業
同

様
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
。
人
材
の
採

用
と
定
着
を
目
指
し
、
労
働
環
境
の
整

備
に
乗
り
出
し
た
と
い
う
。

　

改
革
の
３
本
柱
は
「
労
働
時
間
削
減

と
労
働
条
件
改
善
」
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
施
工
技
術
の
導
入
」
「
多

能
工
化
」
で
あ
る
。
労
務
関
連
だ
け
で

な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
多
能
工
化
へ
の
取

り
組
み
も
合
わ
せ
て
働
き
方
改
革
を
推

し
進
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
人
材
の

紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

熊
本
氏
は
多
能
工
化
に
よ
る
複
数
の

業
務
の
経
験
が
「
仕
事
が
面
白
く
な

り
、
や
る
気
を
向
上
さ
せ
る
」
と
語

る
。
ま
た
、
多
能
工
化
に
よ
っ
て
社
員

間
の
仕
事
の
融
通
を
可
能
に
す
れ
ば
、

社
員
が
休
暇
も
取
り
や
す
く
な
る
。

　

大
津
建
設
は
、
外
国
人
技
能
実
習
生

の
同
一
労
働
同
一
賃
金
化
も
進
め
た
。

同
時
期
入
社
で
あ
れ
ば
賃
金
は
一
律
で

あ
っ
た
制
度
を
改
め
、
人
事
考
課
に
よ

る
昇
給
を
行
っ
た
。

　

熊
本
氏
に
こ
れ
を
提
案
し
た
社
労
士

の
久
保
氏
は
「
実
習
生
は
有
期
雇
用
で

あ
り
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
対
象
に

な
る
」
と
説
明
し
た
と
い
う
。
現
場
責

任
者
か
ら
も
士
気
高
揚
の
観
点
か
ら
、

同
様
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
熊
本

氏
が
決
断
し
た
。
結
果
、
技
能
や
努
力

が
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
実
習
生
に
伝
わ

り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
大
い
に
上
が

っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
55
年
創
業
の
奈
良
県
合
同
陸

運
は
、
奈
良
県
を
起
点
に
主
に
関
東
圏

切
に
す
る
社
会
』
の
実
現
へ
」
を
掲

げ
、
労
務
管
理
の
専
門
家
で
あ
る
全
国

４
万
４
０
０
０
人
の
社
労
士
が
、
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
現
状
を
確
認

し
、
課
題
を
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、

日
本
の
働
き
方
の
未
来
を
展
望
し
、
改

革
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
の
対
象
範
囲
は

広
く
、
時
間
外
労
働
の
削
減
や
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
の
実
現
、
人
手
不
足
へ

の
対
応
、
生
産
性
の
向
上
、
賃
金
引
き

上
げ
な
ど
、
労
務
管
理
全
般
に
及
ぶ
。

　

一
方
、
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連

合
会
で
は
、
以
前
よ
り
「
『
人
を
大
切

に
す
る
企
業
』
づ
く
り
か
ら
『
人
を
大

災
害
復
旧
時
な
ど
で
例
外
を
設
け
た
。

　

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
、
10
日

以
上
付
与
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
対

し
、
使
用
者
が
５
日
以
上
取
得
さ
せ
る

く
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
変
革
が
必
要

だ
。
こ
の
両
輪
が
機
能
す
る
こ
と
で
、

よ
り
働
き
や
す
い
社
会
の
実
現
を
期
待

す
る
。

義
務
を
法
律
で
定
め
た
。
取
得

時
期
は
、
労
働
者
が
指
定
し
な

い
場
合
に
は
、
使
用
者
が
労
働

者
に
聴
取
し
決
定
す
る
。

　

法
改
正
の
効
果
は
徐
々
に
表

れ
て
い
る
。
一
般
労
働
者
の
年

間
総
実
労
働
時
間
を
み
る
と
、

以
前
は
２
０
０
０
時
間
を
超
え

て
い
た
も
の
が
、
令
和
に
入
り

２
０
０
０
時
間
を
切
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
あ
る
も
の
の
現

在
は
１
９
４
５
時
間
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
取
得

率
も
以
前
は
50
％
を
割
っ
て
い

た
が
、
こ
こ
数
年
徐
々
に
向
上

し
、
現
在
は
56
・
６
％
に
ま
で

上
昇
し
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
の
実
現
に
は
、

法
規
制
と
そ
の
順
守
だ
け
で
な

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
で

打
ち
出
さ
れ
た
新
３
本
の
矢
。
そ
の
達

成
に
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
働
き
方

の
改
革
が
不
可
欠
で
あ
る
─
─
。
こ
う

き
た
が
、
こ
れ
ら
も
24
年
４
月
に
適
用

と
な
る
。
た
だ
し
、
自
動
車
運
転
業
務

で
は
時
間
外
労
働
の
上
限
を
例
外
的
に

年
９
６
０
時
間
と
し
、
建
設
事
業
で
は

し
た
認
識
か
ら
２
０
１
６
年
９

月
に
働
き
方
改
革
実
現
会
議
が

設
置
さ
れ
、
翌
年
３
月
に
実
行

計
画
が
定
め
ら
れ
た
。

　

計
画
で
は
「
長
時
間
労
働
の

是
正
」「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

「
柔
軟
で
働
き
や
す
い
雇
用
環

境
」
「
女
性
・
若
者
の
活
躍
」

な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
で
は
、

法
的
上
限
を
導
入
。
労
働
基
準

法
改
正
に
よ
っ
て
、
時
間
外
労

働
の
上
限
を
月
45
時
間
、
年
３

６
０
時
間
ま
で
と
し
た
。
特
別

条
項
と
し
て
例
外
は
認
め
ら
れ

る
が
、
そ
の
適
用
に
は
具
体
的

な
理
由
の
提
示
が
必
要
だ
。

　

一
方
、
業
務
の
特
殊
性
か
ら

自
動
車
運
転
業
務
や
建
設
事
業

な
ど
で
は
規
制
が
猶
予
さ
れ
て
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働
き
方
改
革
関
連
法
の
施
行
か
ら
３
年
半
、
当
初
は
猶
予
さ
れ
て
い
た
中
小
企

業
に
も
適
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
が
９
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
「
働
き
方
改
革
を
展
望
す
る 

２
０
２
２ 

秋
」
で
は
、
中

小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
で
の
働
き
方
改
革
に
着
目
。
実
際
に
改
革
に
取
り
組
ん

だ
企
業
経
営
者
や
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
社
会
保
険
労
務
士
（
社
労
士
）
ら
が

登
壇
し
、
現
場
の
実
践
事
例
を
交
え
な
が
ら
、
働
き
方
改
革
の
意
義
や
取
り
組
み

方
の
コ
ツ
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

人材不足は経営の最大リスク

～中小企業の実践事例とこれからの課題～

環境整備と意識改革両輪に

法改正の効果徐々に

主 催 者 挨 拶基 調 講 演

パネルディスカッション

働き方改革を展望する  2022 秋
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◆ 厚生労働省委託事業  働き方改革推進支援セミナー ◆

改
革
の
答
え
は
企
業
の
中
に


